
発行所
東京都千代田区霞ヶ関

財務ビル内（〒100-0013）

全国税労働組合
発行人　山本　浩二

電　話（03）3581−3678
ＦＡＸ（03）3507−0886
振替口座　00140-2-68514

(　1　)

“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

　

ダ
メ
ヅ
マ
リ
を
と
が
め
て

白
を
仕
留
め
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　

イ
タ
リ
ア
の

街
道
は
か
な
し

い
。
角
が
す
り

減
っ
て
丸
い
石

畳
に
轍
も
あ
る

た
め
歩
き
辛
ら

く
、
大
理
石
を
隙
間
無
く
敷

き
詰
め
て
鏡
の
よ
う
で
あ
っ

た
古
の
ロ
ー
マ
街
道
の
面
影

は
な
い
▼
古
の
ロ
ー
マ
の
市

民
達
は
直
接
税
を
武
具
持
参

で
の
兵
役
、
い
わ
ゆ
る
血
の

税
を
払
っ
て
い
た
。
そ
の
軍

は
、
道
路
作
り
や
橋
を
か
け

た
り
同
盟
国
を
含
め
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
元
老

院
議
員
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
▼
昨
年
民
自
公
３
党
は
、

大
し
た
議
論
も
せ
ず
消
費
税

倍
増
を
決
め
た
。
企
業
の
内

部
留
保
に
手
を
つ
け
ず
、
あ

え
て
逆
進
性
の
強
い
消
費
税

を
国
民
に
押
し
付
け
た
。
支

え
あ
う
費
用
は
、
応
分
に
負

担
し
て
こ
そ
公
平
な
社
会
の

基
礎
だ
。
企
業
の
論
理
優
先

で
国
民
を
軽
視
す
る
政
府
の

在
り
方
を
見
て
、
イ
タ
リ
ア

街
道
の
石
畳
を
思
っ
た
。

の
旗
は
下
げ

　

ら
れ
な
い

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対

変貌する税財政・税務行政を検証する
—国民本位の税財政をめざして—

　

第　

回
税
研
全
国
集
会
は
「
変
貌
す
る
税
財
政
・
税

52

務
行
政
を
検
証
す
る
¦
国
民
本
位
の
税
財
政
を
め
ざ
し

て
¦
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
静
岡
県
熱
海
市
ニ
ュ
ー
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
湯
河
原
で
1
月　

日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で

12

開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
1
7
0
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

集
会
は
、
二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授
の
講
演「　

世
紀

21

の
あ
ら
た
な
転
換
に
さ
し
か
か
っ
た
日
本
の
経
済
・
財

政
」、
山
口
潤
一
郎
全
国
税
中
央
執
行
委
員
に
よ
る
特
別

報
告
「
改
正
国
税
通
則
法
と
税
務
職
場
の
現
状
」
を
は

じ
め
、「
暮
ら
し
と
税
金
」
な
ど
の
三
つ
の
分
科
会
で
参

加
者
の
熱
心
な
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

第　

回
税
研
全
国
集
会
開
催
さ
れ
る

52

1
月　

日
〜　

日

12

13

来
賓
の
方
々

日
本
共
産
党
・
佐
々
木
憲
昭

衆
議
院
議
員
／
九
後
健
治
国

公
労
連
書
記
次
長

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
税
関
労
働
組
合
・
全
労
連
・

不
公
平
な
税
制
を
た
だ
す
会

基調報告をおこなう木村由和
税研推進委員会事務局長

　

昨
年
秋
、
全
国
税
東
海
地

連
で
は
「
仕
事
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」、
北
陸
地
連
で
は
「
仕
事

と
暮
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

職
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、

賃
金
部
分
の
回
答
を
掲
載
し

ま
す
。
１
月　

日
（
月
）
に

21

は
「
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」
の

第
３
回
口
頭
弁
論
も
開
か
れ

ま
し
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は

次
号
に
掲
載
予
定
で
す
）。

　

職
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
労

働
条
件
改
善
要
求
は
、
２
月

１
日
の
長
官
交
渉
で
実
現
す

る
よ
う
奮
闘
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
全
国
税
に
対
す
る

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
賃
下
げ
・
退
職
金
引
下
げ
反
対
」は

職
場
の
圧
倒
的
な
声
！

 　賃下げで家庭は
 ①　毎月赤字　　　　　　　　25.2％

 ②　切り詰めている　　　　　60.6％

 ③　少し余裕あり　　　            9.5％

 ④　その他意見・NA 　　　　　4.7％

 退職金引下げの閣議決定について
 ①　断固反対　　　　　　　　　72.1％
 ②　仕方がない　　　　　　　　14.7％
 ③　早期割増しに期待する　　　11.6％
 ④　その他意見・NA　　　　　　1.6％

全国税北陸地連機関紙より転載 全国税東海地連・愛知支部機関紙より転載

 いま職場でもっとも不安なこと
                                （複数回答）
 ①　賃金　　　　　　　　39.6％
 ②　処遇　　　　　　　　14.7％
 ③　仕事　　　　　　　　11.5％
 ④　ノルマ　　　　　　　  8.8％
 ⑤　上意下達　　　　　　10.2％
 ⑥　遠距離通勤　　　　　  6.9％
 ⑦　その他・NA　　　　    8.3％

賃下げに対する対応について
 ①　支出を減らす　　　　62.3％
 ②　収入を増やす　　　　  0.6％
 ③　預金の取崩し　　　　16.0％
 ④　借金をした　　　　　  0.9％
 ⑤　その他　　　　　　　16.2％
 ⑥　NA　　　　　　　　　7.4％

  「不満・不安」今年も「給与・手当」が1位
 で80.8％（前年比約12％増）（複数回答）

　

集
会
の
冒
頭
、
大
野
税
研

推
進
委
員
長
か
ら
開
会
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
政

権
交
代
後
の
安
倍
政
権
の
経

済
政
策
や
今
後
の
税
制
改
正

に
つ
い
て
の
見
通
し
な
ど
に

つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
木
村
税
研
事
務

局
長
の
基
調
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
政
権
交
代
後
、
新
年

度
予
算
や
税
制
改
正
が
明
ら

か
に
な
ら
な
い
中
で
、
今
後

の
税
制
改
正
の
見
通
し
や
、

あ
る
べ
き
税
制
に
つ
い
て
の

展
望
に
つ
い
て
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
神
戸
大
学
の

二
宮
厚
美
教
授
よ
り
「　

世
21

紀
の
あ
ら
た
な
転
換
に
さ
し

か
か
っ
た
日
本
の
経
済
・
財

政
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
末
の
総
選
挙

に
よ
り
誕
生
し
た
安
倍
政
権

 
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」か
ら

 
「
人
か
ら
企
業
へ
」の
安
倍
政
権

の
経
済
政
策
で
あ
る
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
問
題
点
に
つ
い
て

指
摘
し
ま
し
た
。
民
主
党
政

権
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
」
の
政
策
が
、
安
倍
政

権
で
は
「
人
か
ら
企
業
へ
」

と
な
り
、
大
企
業
優
遇
の
政

策
の
新
自
由
主
義
構
造
改
革

路
線
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
政
策
で
は
根
本
的

な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
口
潤
一
郎
中
央
執
行
委

員
よ
り
、「
改
正
国
税
通
則

法
と
税
務
職
場
の
現
状
」
と

題
し
て
特
別
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年　

月
か
ら
始

10

ま
っ
た
、
改
正
国
税
通
則
法

に
よ
る
調
査
手
続
き
の
リ

ハ
ー
サ
ル
で
の
、
税
務
の
現

場
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
か
ら
本
格
的

に
実
施
さ
れ
る
改
正
国
税
通

則
法
の
も
と
で
の
調
査
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
が

わ
か
る
も
の
で
し
た
。

　

集
会
二
日
目
は
、
税
制
一

般
、
暮
ら
し
と
税
金
、
税
務

行
政
の
３
つ
の
分
科
会
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

に
そ
っ
て
議
論
が
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
全
体
集
会
で

は
、
新
政
権
下
で
新
た
な
財

政
や
税
制
に
対
し
て
、
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
運

動
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授

山
口
潤
一
郎
中
央
執
行
委
員

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

佐
々
木
憲
昭
衆
議
院
議
員

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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鰍

恰

割
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改
正
通
則
法
施
行
元
年

【
東
海
愛
知
東
支
部
】

　

さ
て
、
今
年
は
通
則
法

改
正
の
施
行
元
年
で
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
も
有
り
ま
し

た
が
、
フ
セ
ン
が
し
っ
か

り
付
い
て
審
理
担
当
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
締
め

切
り
に
追
わ
れ
、
な
に
が

な
ん
だ
か
わ
か
ら
ぬ
間
に

す
ぎ
た
リ
ハ
ー
サ
ル
期
間

で
し
た
。
昨
年
ま
で
の
現

場
の
声
を
ひ
ろ
っ
て
み
ま

し
た
。

［
職
場
の
声
］

Ａ　

争
点
整
理
表
・
「
完

璧
で
す
。
少
し
く
ど
い
く

ら
い
で
す
」
と
の
評
定
。

良
か
っ
た
。
良
か
っ
た
。

Ｂ　

一
週
間
掛
か
っ
て
作

り
ゃ
完
璧
な
も
の
が
で
き

る
も
ん
ね
。
…
…
い
や
み

か
。

Ｃ　
「
言
っ
た
、
言
わ
な

い
」
で
問
題
に
な
る
な
ら

文
書
を
初
日
に
で
も
手
渡

し
た
ら
ど
う
か
。

Ｄ　

税
理
士
か
ら
「
改
正

は
納
税
者
に
と
っ
て
良
い

こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
言

う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

納
税
者
の
権
利
に
関
わ
る

部
分
で
一
歩
前
進
と
の
評

価
も
あ
り
ま
す
。
で
も
内

部
の
手
続
き
も
煩
雑
に
な

り
、
時
聞
が
掛
か
る
の
で

結
果
的
に
調
査
期
間
が
長

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
と

答
え
て
お
い
た
よ
。　

Ｅ　

聞
い
た
話
で
は
、
当

局
の
税
理
士
会
に
対
す
る

研
修
も
、
資
料
の
棒
読
み

で
リ
ア
ル
な
も
の
は
無
い

よ
う
で
す
。
税
理
士
先
生

方
の
理
解
も
進
ん
で
い
な

い
よ
う
で
す
。

Ｆ　

あ
る
税
理
士
曰
く

「
今
回
の
改
正
は
納
税
者

に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な

い
が
、
税
務
署
の
中
で
勝

手
に
騒
い
で
い
る
だ
け
の

よ
う
に
見
え
る
の
で
す
が

…
」と
言
わ
れ
。
思
わ
ず
、

「
そ
の
通
り
」と
言
っ
て
し

ま
い
そ
う
に
な
っ
た
よ
。

Ｇ　

１
月
～
３
月
ま
で
の

法
人
調
査
は
や
め
て
、
研

修
に
あ
て
る
べ
き
だ
。
自

信
を
持
っ
て
調
査
に
臨
む

べ
き
だ
。

国
家
公
務
員
が
最
賃
以
下

【
東
北
地
連
・
弘
前
分
会
】

　

現
在
、
青
森
県
の
最
低

賃
金
は
時
給
6
5
4
円
。

Ⅲ
種
採
用
の
国
家
公
務
員

の
初
任
給
は
賃
下
げ
以
降

　

万
3
4
1
8
円
に
な

13り
、
単
純
に
時
給
換
算

（
月　

日
）す
る
と
7
8
2

22
円
で
、
Ⅱ
種
採
用
者
は
9

6
2
円
。
な
お
、
弘
前
市

役
所
の
高
卒
の
初
任
給
は

　

万
1
0
0
円
、
大
卒
で

14は　

万
2
2
0
0
円（
時

17
給
で
1
0
1
0
円
）で
す
。

　

国
家
公
務
員
の
給
与
を

も
っ
と
削
減
す
る
と
主
張

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

4
0
0
万
円
を
超
え
る
退

職
金
の
削
減
に
、
削
減
額

が
少
な
い
と
主
張
し
た
人

も
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
い
く
と
、
正
規
の
国
家

公
務
員
が
最
低
賃
金
以
下

で
働
く
と
い
う
事
態
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、

最
低
賃
金
制
の
廃
止
や
、

さ
ら
な
る
消
費
税
の
増
税

と
、
消
費
税
の
地
方
税
化

を
主
張
す
る
輩
も
い
ま

す
。
身
を
切
る
改
革
と
言

い
な
が
ら
、
政
党
交
付
金

に
は
手
を
つ
け
ず
、
切
る

の
は
民
意
と
公
務
員
の
給

与
・
退
職
金
な
ど
。
良
い

年
を
迎
え
る
た
め
に
、
み

ん
な
で
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

〈
解
答
〉　

黒
1
、
3
が
好
手

段
。
白
4
に
黒
5
で
白
死
で

す
。
黒
1
で
イ
は
白
5
黒
ロ

白
4
黒
2
で
コ
ウ
。
白
2
で

イ
な
ら
黒
4
で
白
死
。
黒
3

で
5
は
白
イ
黒
3
白
ロ
で
白

生
き
で
す
。

　

愛
知
支
部
は
、
愛
知
県

内
全
域
の
支
部
組
織
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
愛
知

県
は
尾
張
地
方
と
三
河
地

方
に
分
か
れ
て
い
て
、
三

河
は
、
愛
知
東
支
部
で
す
。

つ
ま
り
愛
知
支
部
は
、
正

確
に
名
称
を
つ
け
れ
ば
、

尾
張
の
中
心
＝
名
古
屋
市

と
、
尾
張
地
方
を
テ
リ
ト

リ
ー
？
と
す
る「
愛
知
尾
張

支
部
」
な
の
で
す
。

　

現
在
愛
知
支
部
組
合
員

は　

名
＋
α
+
？
で
す
。

２３
「
α
」
は
2
0
1
3
年
確
定

の
１
名
増
と
予
約
の
３
名

で
す
。「
？
」
は
各
分
会
５

名
以
上
い
て
支
部
全
体
で

は
、
１
０
０
名
を
超
え
る

応
援
団
員
で
、
現
在
、
応
援

団
員
と
の
関
係
の
再
構
築

を
模
索
中
で
す
。

　

愛
知
支
部
の
特
筆
事
項

は
7
つ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

1　

大
い
な
る
自
負
と
楽

天
主
義　

戦
国
の
乱
世
を

尾
張
の
織
田
信
長
が
統
一

し
三
河
の
徳
川
家
康
が
そ

れ
を
磐
石
に
し
た
よ
う
に
、

運
動
基
点
は
愛
知
に
あ
り

と
の
自
負
。
歴
代
支
部
長

の
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と

「
困
っ
た
と
き
の
酒
だ
の

み
」
の
楽
天
主
義
。

2　
 
継
続
し
た
教
宣
活
動

　

愛
知
支
部
機
関
紙（
機
関

紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
）月

2
回
発
行
体
制
。

3　
 
堅
実
か
つ
地
道
な
組

織
拡
大　

毎
年
、
支
部
新

入
組
合
員
を
継
続
的
に
増

や
し
、
応
援
団
員
も
増
や

し
ま
し
た
。（
1
月
の
加
入

確
定
者
は
、
再
加
入
で
す

が
、
脱
退
者
に
対
す
る
組

合
差
別
の
裏
返
し
と
し
て

の
「
高
い
評

定
」
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

自
ら
再
加
入

を
決
意
し
た
大
き
な
意
義

は
、
人
間
関
係
継
続
の
重

要
さ
の
実
証
と
地
道
な
拡

大
の
成
果
で
す
）

4　

持
続
的
な
活
動
支
援

要
請
活
動　

各
分
会
玄
関

前
目
的
カ
ン
パ
活
動　

給

与
削
減
法
案
成
立
阻
止
２

０
１
２
年　

月　

日
カ
ン

11

10

パ
＝
1
3
6
名　

万
6
5

14

4
2
円
を
は
じ
め
、
持
続

的
に
職
員
の
５
割
か
ら
８

割
の
カ
ン
パ
協
力
を
得
て

い
ま
す
。
署
名
活
動　

賃

下
げ
反
対
署
名（
内
部
5
2

0
外
部　

）
等
、
協
力
者
の

63

基
礎
人
員
を
確
実
に
増
加

さ
せ
て
い
ま
す
。

5　

職
能
要
求
の
集
約

　

ア
ン
ケ
ー
ト
4
6
1
を

集
約
。

　

例
年
愛
知
支

部
の
組
合
員
を

中
心
に
国
税
局

で
交
渉
を
行
っ

て
い
ま
す
。

6　

差
別
撤
廃

要
求
行
動　

毎

年
秋
に
各
分
会

へ
愛
知
支
部
の

要
請
行
動
と
し
て
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

7　

行
動
費
の
支
給　
　
25

年
以
上
前
か
ら
組
合
活
動

と
し
て
諸
行
動
に
参
加
の

場
合
の
基
準
を
設
け
て
行

動
費
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
愛
知
支
部
が

大
き
く
な
れ
ば
、
職
場
は

大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

　

支
部
長　

伊
藤　

利
治

　

¦
¦
地
連
だ
よ
り
¦
¦

東
海
地
連
・
愛
知
支
部

元気に働くに元気に働くにはは 
全国から寄せられた再任用者の要求

 １　定年退職年齢を65歳に延長すること。
 ２　希望者全員の更新を行うこと。
 ３　退職時の休暇残日数を繰り越せるようにし、再任用後の休暇残日
　数繰越しの上限を撤廃すること。
 ４　勤務地と仕事の本人希望を尊重すること。
 ５　経験と年齢に見合った職務とすること。
 ６　各種書類等の文字を拡大すること。
 ７　旧給与と年金の連動を見直し、格付けを抜本的に改善すること。
 ８　配偶者手当や扶養手当を支給すること。
 ９　期末手当、勤勉手当(現行２．１ヵ月)を改善すること。
１０　地域手当の異動保障期間を改善すること。

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
！

　

年
金
制
度
改
悪
に
よ
り
定
年
退
職
と
年
金
支
給
開
始

の
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
平
成　
１３

年
に
再
任
用
制
度
が
導
入
さ
れ
、
公
務
員
の
多
く
が　
60

歳
以
降
も
働
い
て
い
ま
す
。
最
近
は
「
顧
問
先
斡
旋
」

が
廃
止
さ
れ
、
署
長
な
ど
指
定
官
職
者
に
も
再
任
用
す

る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
職
域
加
算
も
普
通

60

科　

期
相
当
の
年
齢
の
職
員
か
ら
は
支
給
さ
れ
な
く
な

３２
り
、
税
理
士
転
身
の
道
も
狭
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
す
ま
す
再
任
用
者
が
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
税
は
こ
れ
ま
で
全
て
の
希
望
者
の
再
任
用
を
求

め
る
な
ど
再
任
用
者
の
要
求
実
現
の
闘
い
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
再
任
用
制
度
が
始
ま
っ
て　

年
、
今
さ
ま
ざ

10

ま
な
要
求
実
現
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
年
齢
に
見
合
っ
た
職
務
を
】

　
「　

歳
を
超
え
た
職
員
に

60
若
い
世
代
と
同
様
の
立
ち
っ

ぱ
な
し
業
務
を
押
し
付
け
る

な
」。
確
申
期
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
に
立
た
さ
れ
た
職
員
の

声
で
す
。　

歳
、　

歳
と
人

40

50

生
の
節
目
を
迎
え
る
と
格
段

に
体
力
が
落
ち
さ
ま
ざ
ま
な

疾
患
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
の
で

当
然
の
要
求
で
す
。
全
国
税

が
要
求
し
、
期
中
処
理
な
ど

内
部
事
務
に
就
く
こ
と
に

な
っ
た
職
場
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
出
力
の
文
字

が
見
え
な
い
」。
老
眼
鏡
を

か
け
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

る
職
員
の
姿
が
多
く
な
り
ま

し
た
。　

年
ほ
ど
前
に
パ
ソ

10

コ
ン
が
全
職
員
に
配
備
さ
れ

て
以
降
、
文
字
が
毎
年
小
さ

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

再
任
用
者
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
人
に
優
し
い
職
場
に

変
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

【
再
任
用
者
を
差
別
す
る
な
】

　
「
再
任
用
職
員
を
現
役
職

員
と
見
な
さ
な
い
雰
囲
気
も

あ
る
。
歴
と
し
た
現
役
職
員

だ
」。
退
職
後
、
継
続
し
て

再
任
用
し
て
も
退
職
前
の
休

暇
残
日
数
を
繰
り
越
せ
ま
せ

ん
。
短
時
間
勤
務
（
給
与
と

年
金
が
連
動
し
て
い
る
た

め
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
選

択
し
た
場
合
、
短
時
間
勤
務

よ
り
も
年
収
が
少
な
く
な

る
）
を
選
択
す
る
と
共
済
組

合
に
入
れ
ず
レ
ク
の
自
己
負

担
が
増
え
ま
す
。
異
動
保
障

も
あ
り
ま
せ
ん
。
無
支
給
地

域
な
ど
に
転
勤
す
る
と
急
激

な
年
収
減
と
な
り
ま
す
。

【
職
務
に
見
合
っ
た
賃
金
を
】

　
「
急
激
な
年
収
減
で
困
っ

て
い
る
」。
配
偶
者
手
当
や

扶
養
手
当
は
出
ま
せ
ん
。
賞

与
は
年
間
２
・
１
ヵ
月
に
減

り
ま
す
。「
そ
も
そ
も
仕
事

は
変
わ
ら
な
い
の
に
給
与
が

低
す
ぎ
る
」。
再
任
用
者
の

多
く
は
統
括
官
や
上
席
か
ら

調
査
官
に
な
り
ま
す
。
再
任

用
先
で
調
査
官
と
し
て
働
き

な
が
ら
、
長
年
の
経
験
を
若

い
職
員
に
伝
承
し
て
い
ま

す
。
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
と
な
っ
て
い
る
職
員
も
多

く
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
格

付
け
は
３
級
で
は
と
て
も
職

務
に
見
合
っ
た
賃
金
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

再
任
用
者
は
一
年
更
新
と

い
う
不
安
定
な
雇
用
環
境
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。　

期
相

３２

当
以
降
の
再
任
用
が
迫
っ
て

お
り
、
任
期
や
処
遇
そ
し
て

職
務
な
ど
抜
本
的
な
改
善
が

必
要
で
す
。

　

全
国
税
は
再
任
用
者
の
要

求
を
と
り
ま
と
め
、
国
税
当

局
や
人
事
院
な
ど
に
提
出

し
、
要
求
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。
全
国
の
仲
間
の
声
を
お

寄
せ
下
さ
い
。

寄
せ
ら
れ
た
再
任
用
者
の
要
求
実
現
を

年金満額

支給まで

昨年の「賃下げ違憲訴訟5・25中央行
動」に職場カンパで参加の支部員たち


